
「ナガサキから世界へ」大音楽会（10 月 16 日・

金曜/県立体育館かぶとがに）のエンディングで、「会

場のみなさんとともに大合唱を」と、準備されている

のが「♪一本のペンで」です。長崎の高校生一万人署

名活動の中からうまれ、池辺晋一郎さんが被爆者の声

を語り継ぐことに思いを込めて作曲しました。

この歌が９日、原水爆禁止 2010 年世界大会・長

崎で全国に向かって初めて演奏されました。

舞台には、高校生約 30 人を含む「一本のペンで」

合唱団が登場し、横断幕を掲げて元気に演奏。練習で

は「難しいネ」と話していた女子高校生も「のりが良

くて元気が出ました」と笑顔です。全国から参加した人たちからは、「初めて聞きました。今の情勢にぴっ

たりですね」「高校生の元気な姿に励まされました」との声が多く聞かれました。

「♪一本のペンで」は、長崎祭典の記念普及曲として 16 日の開幕前に歌唱指導され、「みんなで歌おう

～シンギングプラザ」でも紹介されます、（エンディングの演奏指揮は活水学院の岩永崇史先生です）

県内で人気上昇中の鶴鳴学園長崎女子高
校龍踊部。休日ともなれば、長崎市内を中心
に県北へもでかけ、引っ張りだこ。「紅い龍踊
り」集団として本番の日々が続きます。
学業に励みながらの部活はたいへん。持ち

前の若さで厳しい練習をこなします。
10 月 16 日には、そのパワーが「県立総合

体育館・アリーナかぶとがに」ではじけます。
全国のみなさんだけでなく、県内の人たちか
らも、大きな拍手の中で紅い龍（じゃ）が宙に
舞うことでしょう。
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長崎祭典運営委員会
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高校生３０人ら、「一本のペンで」を演奏

「情勢にぴったりの歌ですね」
原水爆禁止２０１０世界大会・長崎の舞台

♪開幕まで

あと６０日

「2010年日本のうたごえ祭典ｉｎ長崎」 記念

長崎のうたごえ
演奏交流会

９月５日（日） １時半
長与町民文化ホール

「長崎のうたごえ・演奏
交流会」は、県内の合唱団やうたごえサークル
が交流し、日ごろの練習の成果を発表し合うも
のです。各県で年一回開かれています。

ここで演奏した合唱団やサークルの中から、
優れた団体が推薦をうけ、日本のうたごえ祭典
の合唱発表会（１０月１５日～１７日）で演奏
する機会が与えられます。

合唱発表会はコンクール形式です。一般Ａ、
一般Ｂ、女性、職場、小編成、交流の 6 部門の
発表会とオリジナルコンサートが、日本のうた
ごえ祭典 in 長崎と並行して開かれます。
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台風のため、鉄橋宣伝は26日3時に延期されました。



◆親戚の人とか、家を訪ねてくる知り合いの人とか、「だめもと」でチラシを渡し
てチケットをお願いしています。とにかく「チケット買ってといわないことには
始まりませんからネ」。もちろん必死ですよ、ここまできたら。（Y さん）
私「歌好きですか」・・・・・★「うん、まあ好きです」
私「実は、10月にこんな音楽会があるんですよ（チラシを渡す）」

・・★「出るんですか？」
私「実はそうなんです・○○○と○○○に」・・★「それなら行かんばでしょ」

こんな調子です。20 枚にメドがたってきつつあります。なんとか。

◆「私、コーラスの経験ないんですけど、練習は楽し

いです。池辺先生の指揮で歌えるなんて、すばらし
いことですよ。みなさんの足を引っ張ったらいけな
いから、歌詞だけは早く覚えようとがんばっていま
す」「人生で一度しかないことですからね。チケッ
もがんばって売らないとね。遅れているみたいです
から」（G/J 合唱団・ｗさん）

◆私の目標は 50 人突破です。知り合いの人に「まず
声をかける」ことです。意外とダメかなと思ってい
た人も買ってくれます。最初の一歩が大事だと思い
ます。昨日までで 26 枚になりました。

（田中 實さん）

今週の主な予定
17 日（火）

・企画委員会
18 日（水）
・「あの子」練習会10 時
・事務局会議

19 日（木）
・大地讃頌練習会

6 時半生き生き
20 日（金）

・働くもの練習会
・男声合同

21 日（土）
・運営委員会・2 時

22 日（日）
・青年のうた練習会

23 日（月）
・

24 日（火）
・干潟の詩練習会

1 時・ガスホール
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「平和への想いつなぐコンサート」（10 月 15 日）

司会を担当する 里 正善さん

長崎祭典つくる人

応援する人
支える人

「平和の旅へ」演奏 桜馬場中学校


